
グラインドボーン音楽祭 5/20～8/29 イギリス

エクサンプロヴァンス音楽祭 6/4～7/21 フランス

ヴェローナ・オペラ・フェスティヴァル6/18～8/29 イタリア

ヴェルビエ音楽祭 7/16～8/1 スイス

ブレゲンツ音楽祭 7/21～8/22 オーストリア

ザルツブルク音楽祭 7/25～8/30 オーストリア

バイロイト音楽祭 7/25～8/28 ドイツ

マチェラータ・オペラ・フェスティヴァル 7/29～8/10 イタリア

ペーザロ/ロッシーニオペラフェスティヴァル 8/9～8/22 イタリア

ロッシーニ生誕の地ペーザロで開かれる音楽祭。
ロッシーニのあまり知られていない作品の上演にも

力を入れている。

”シジスモンド”、”デメートリオとポリビオ”、
”チェネレントラ”など

参考資料：音楽の友　2009年10月号、グランドオペラ41～43号（いずれも音楽の友社）
およびそれぞれの音楽祭の公式ホームページ

ワーグナーの理想を実現するべく始められた音楽祭。
2009年からはワーグナーのひ孫が運営を引き継いだ。

”ローエングリン”、”ニーベルングの指輪”、
”パルジファル”、”ニュルンベルクの

マイスタージンガー”のほか、
子供向けの”タンホイザー”も。

1829年に建てられた、野外競技場を中心に
開かれる音楽祭。

”運命の力”、”ファウスト”、
”第１回十字軍のロンバルディア人”など

スイス、ドイツ、オーストリアに面する、
ボーデン湖で演じられる湖上オペラが有名。

ボーデン湖上での”アイーダ”など。

言わずと知れた、
モーツァルトの故郷ザルツブルクで開かれる音楽祭。

”ドン・ジョヴァンニ”や、新演出となる”ルル”、
”オルフェオとエウリディーチェ”、”エレクトラ”など。
ウィーン・フィルによるコンサートや演劇も行われる。

紀元１世紀に造られた、
古代の競技場で行われる野外オペラ。

1913年から続いている。

”トゥーランドット”、”アイーダ”、”蝶々夫人”、
”カルメン”、”トロヴァトーレ”が日替わりで上演される

1993年から、始まった音楽祭。
著名な音楽家によるマスタークラスもある。

ゲルギエフ指揮のオペラ”サロメ”や、
シャルル・デュトワとユジャ・ワンの共演、

アルゲリッチにマイスキーなど、豪華な演奏家の
コンサートが連日開かれる。

イギリス南部グラインドボーンで行われる音楽祭。
田園地帯の屋敷の中に建てられたオペラハウス

でオペラを鑑賞し、休憩時間には外でピクニックを
楽しむなど、独特の雰囲気を持っている。

”コシ・ファン・トウッテ”、”ドン・ジョヴァンニ”、
”マクベス”、”ヘンゼルとグレーテル”、

”放蕩者のなりゆき”、”ビリーバッド”が上演される

画家セザンヌの故郷として知られる、
南仏のエクサンプロヴァンスで開かれる音楽祭。

大野和士指揮のストラヴィンスキー作曲
”ナイチンゲール”や、ドン・ジョヴァンニ、アルチェステ
などのオペラを中心に、ロンドン響のコンサートなども！


